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も　く　じ

　本年３月に，平成 34 年度から実施される新しい学習指導要領が発表された。現行学習指導要領と

の対応は，以下の通りである。
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◆各科目の内容

数学Ⅰ（３単位）

　扱われる内容は，⑴ 数と式，⑵ 図形と計量，

⑶ 二次関数，⑷ データの分析，であり，基本的

には現行学習指導要領から変更がない。

　個々の内容の中身に関しても概ね変わらない

が，四分位数，箱ひげ図が中学校に移行したこと

を受け，⑷ データの分析では該当する部分が削除

されている。その一方，「具体的な事象において仮

説検定の考え方を理解すること」が新たに加わっ

た。簡単な例を通して仮説検定の概念を学ぶこと

になる。

数学Ⅱ（４単位）

　扱われる内容は，⑴ いろいろな式，⑵ 図形と

方程式，⑶ 指数関数・対数関数，⑷ 三角関数，

⑸ 微分・積分の考え，であり，やはり基本的には

現行学習指導要領から変更がない。

　ただし，現行学習指導要領では「数学Ⅰ」，「数

学Ａ」のみの扱いであった「課題学習」が新たに

「数学Ⅱ」にも加わっている。

数学Ⅲ（３単位）

　扱われる内容は，⑴ 極限，⑵ 微分法，⑶ 積分

法，であり，現行学習指導要領にあった「平面上

の曲線と複素数平面」がなくなっている。この内

容は丸ごと「数学Ｃ」に移された形になる。

　また，「数学Ⅱ」と同様に「課題学習」が新たに

加わっている。

数学Ａ（２単位）

　扱われる内容は，⑴ 図形の性質，⑵ 場合の数

と確率，⑶ 数学と人間の活動，である。⑵で再び

期待値を扱うことを除き，⑴，⑵については現行

学習指導要領の該当箇所とほぼ同じ内容になって

いる。

　新たに加わった⑶は，現行学習指導要領「数学

活用」の内容を整理，移行させたものとのことで

ある。内容には，「数学と人間の活動について，数

学的活動を通して，それらを数理的に考察するこ

との有用性を認識するとともに」，「数学史的な話

題，数理的なゲームやパズルなどを通して，数学

と文化との関わりについての理解を深める」，「パ

ズルなどに数学的な要素を見いだし，目的に応じ

て数学を活用して考察する」などとある。また「内

容の取扱い」には，「整数の約数や倍数，ユークリッ

ドの互除法や二進法，平面や空間において点の位

置を表す座標の考え方などについても扱う」とあ

り，現行「整数の性質」の内容が提示されている。

平成 30 年 7 月に公表された学習指導要領解説で

は，扱う内容の具体例が多く掲載されている。こ

れらをふまえ，どのような流れで指導するとよい

か，実践・研究が必要である。

数学Ｂ（２単位）

　扱われる内容は，⑴ 数列，⑵ 統計的な推測，

⑶ 数学と社会生活，である。

　⑴，⑵については，基本的に現行の内容からの

大きな変更はないが，⑵において正規分布を用い

た仮説検定，有意水準なども新たに扱う，とある。

⑶は，数学Ａの「数学と人間の活動」同様，数学

活用からの移行とされている。指導要領には，「数

学的活動を通して，それらを数理的に考察するこ

との有用性を認識する」とともに，「日常の事象や

社会の事象などを数学化し，数理的に問題を解決

する方法を知る」ことや，「日常の事象や社会の事

象において，数・量・形やそれらの関係に着目し，

理想化したり単純化したりして，問題を数学的に

表現する」ことなどが内容として記されている。

数学Ｃ（２単位）

　現行指導要領ではなくなっていた「数学Ｃ」が

新設された。扱われる内容は，⑴ ベクトル，⑵ 

平面上の曲線と複素数平面，⑶ 数学的な表現の工

夫，である。ベクトルが「数学Ｂ」から，平面上

の曲線と複素数平面が「数学Ⅲ」から移行したが，

現行の内容からの大きな変更はない。

　標準単位数２に対して，現行の単位数基準で考

えると４単位分あり，内容を選択できるとはいえ

分量が多いという指摘もある。⑶については，「日

常の事象や社会の事象などを，」「図，表，統計グ

ラフなどを用いて」ないし「離散グラフや行列を

用いて」，「工夫して表現することの意義を理解す

ること」などとある。
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統計的な内容の充実

　現行学習指導要領で「データの分析」を導入し

た流れを受け，統計的な内容の充実が一層図られ

た内容になっている。数学Ⅰ「データの分析」か

ら四分位数・箱ひげ図までの内容が中学校に移行

したが，新たに仮説検定の考え方が加わった。

　また，数学Ｂの「統計的な推測」では，前述の

通り，有意水準を扱うことになっている。

　さらに，数学活用から数学Ａ，Ｂ，Ｃに移行し

た内容においては，日常生活や社会と数学との関

係や問題の数学的な表現などが中心に据えられて

いるが，このような内容の具体的題材として，実

際の統計資料を用いることが想定されているよう

である。例えば数学Ｂでは回帰分析が扱われる。

そうした方針と足並みを揃えるかたちで，「コン

ピュータなどの情報機器の活用」も，指導要領に

おいて折々に触れられている。データを処理する

際，あるいは解析の結果をグラフなどを用いて表

現する際に，表計算ソフトやタブレット端末など

を活用することが念頭にあると思われる。

　ただ，統計教育にあまり時間を当てられない現

場の状況から，急にこのような指導をすることに

は少なからぬ混乱が予想される，という指摘もあ

る。

◆新学習指導要領のキーワード

主体的・対話的で深い学び

　新学習指導要領では，「知識の理解の質を高め資

質・能力を育む」ことを目標の一つとして掲げて

おり，そのためには「主体的・対話的で深い学び」

が必要である，としている。「主体的・対話的で深

い学び」とは，「見方・考え方を働かせながら，知

識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報

を精査して考えを形成したり，問題を見いだして

解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したり

することに向かう過程を重視した学習」であると

いう。

　特に数学においては，「算数・数学の問題発見・

解決のプロセス」と題された下の図によって，そ

の学習サイクルが示されている。基本となるの

は，右側の「算数・数学の世界」のサイクルである。

①数学の事象を数学的に表現する。②数学的に表

現された問題から，そのエッセンスを見出し，抜

き出す（焦点化）。③焦点化された問題を解き，結

果を得る。④得られた結果を新たな数学の事象と

したり，その結果をもとに他の事象を再度検討す

る。以上の①～④を繰り返すことが主体的に数学

の問題を解決するプロセスであり，その中で，協

働的にアプローチしたり，様々な見方・考え方を

働かせたりすることが必要と言われている。

　また，必要に応じて左側のサイクルも回すこと

で，「日常生活や社会の事象を数理的に捉え，数学

的に処理し，問題を解決することができる」と主

張されている。

（教育課程部会　算数・数学 WG 参考資料　改図）


